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2026年7月22日、株式会社AI Samuraiは東京・日本橋において「AI Samurai新機能発表会2026」を
開催し、知財業務のあり方を根本から変革する次世代のソリューション群を発表した1。本発表会は

「『特許ウォーズ®』始動 ― AIエージェント時代の知財戦略へ ―」と銘打たれ、生成AIの急速な進化
を背景に、知財業務が「検索する時代」から「AIエージェントと協働し、戦略を立案する時代」へと決
定的な移行を遂げている現状を浮き彫りにした1。本報告書では、同発表会で提示された「特許

ウォーズ®」の本質、マルチAI発明創出機能「三人寄れば文殊の知恵」（ユーザー通称「発明御三
家」）、データベース直結型の「IP Samurai MCPサーバー」、および大阪大学との共同研究による「特
許網自動生成」の進捗について、競合動向との比較を交えながら専門的見地から詳細に分析する。 

開催概要とAI Samuraiの戦略的転換 
AI Samuraiは、大阪大学および北陸先端科学技術大学院大学（JAIST）の学術的研究成果を基盤と
する「発明創出AI®企業」であり、代表取締役の白坂一氏（弁理士）のもと、知的財産関連のIT・分析
サービスを展開してきた3。2025年6月には、トヨタテクニカルディベロップメント株式会社（TTDC）の
完全子会社となり、資本や実務データの両面で強固な基盤を確立している5。 
2026年7月の新機能発表会は、東京をはじめとする全国4都市でのミニセミナー展開に加え、イン
ターネット上での特化型セミナーの開催など、極めて大規模なプロモーション活動と連動して執り行

われた1。 
2026年夏季におけるAI Samuraiのロードマップ展開 
 

開催日・実施時期 イベント・セミナー名 開催場所 / 実施形式 発表・実施内容 

2026年7月15日 既存サービス終了・

統廃合2 
公式アナウンス 「みんなの特許」およ

び「IP LANDSCAPE
特許検索」のサービ

ス提供を終了。新世

代プラットフォームへ

のリソース集中2。 



2026年7月21日 白坂一氏によるミニ

セミナー1 
オルクドール（名古

屋）1 
「特許ウォーズ®」お
よび「特許MCP」がも
たらす知財業務の未

来予測1。 

2026年7月22日 AI Samurai新機能
発表会2026 
[cite: 1] 

オルクドール（日本

橋・東京）1 
本イベントの本丸。

新機能「特許ウォー

ズ®」、MCPサーバー
デモ、大阪大学との

共同研究発表1。 

2026年7月23日 白坂一氏によるミニ

セミナー1 
大阪大学中之島セン

ター（大阪）1 
地域企業・アカデミア

に向けたAIエージェ
ント活用の先進化ア

プローチの提示1。 

2026年8月3日 無料オンラインセミ

ナー7 
ウェビナー形式8 「IP Samurai MCP

サーバー」の実務デ

モンストレーションと

導入手法の解説7。 

2026年8月6日 白坂一氏によるミニ

セミナー1 
MID.三階会議室（福
岡）1 

九州エリアの知財担

当者、スタートアッ

プ、研究機関向けの

DX提案1。 

この一連の動きは、従来の単一検索・簡易判定ツールから、統合パッケージである「AI Samurai 
ONE」や対話型作成システム「AI Samurai ZERO」を中心とする、高度な「自律型AIエージェント環境」
への全面的な戦略的シフトを象徴している5。 

マルチAI発明創出機能「三人寄れば文殊の知恵」（発明御三
家）の合議メカニズム 
「特許ウォーズ®」において最も注目を集める機能が、主要な3つの大規模言語モデル（LLM）である「
GPT（OpenAI）」「Claude（Anthropic）」「Gemini（Google）」を同一のチャット上で稼働させ、相互に
議論を交わさせるマルチAI発明創出機能「三人寄れば文殊の知恵」（通称「発明御三家」）である7。 
単一AIモデルの限界と多角化議論の必要性 
知財業務、特に出願前のクレーム（特許請求の範囲）解釈や進歩性の判断においては、厳密な法的

解釈と高度な技術的知見の双方が要求される7。しかし、単一のAIモデルを利用する場合、各モデル
固有の学習バイアスや推論パターンの偏りにより、出力された結果をそのまま実務で採用するには

ハルシネーション（もっともらしい誤情報）のリスクが伴う7。 
本機能は、3つの異なるアルゴリズムと知見を持つLLMを合議させることで、この課題を解決する7。3



つのAIモデルの意見が一致した場合は、その結論の妥当性の裏付けとなり、逆に意見が分かれた
場合は、その分岐点自体が「人間が深く検討すべき潜在的な論点、または解釈のブレが生じやすい

曖昧な記述」であることを示すシグナルとして機能する7。 
システム構成と実務上の3大機能特徴 
本機能の優位性は、以下の3つの制御機構により担保されている7。 

1.​ 3つのAIによる自動相互議論：ユーザーがチャットにプロンプトを入力すると、Claude、GPT、
Geminiがランダムな順序で、これまでの会話コンテキスト全体を維持しながら発言を行う7。各

AIは、先行する他のAIの発言に対して自律的に同意・反論・補足を行い、人間が介在せずとも
自然に議論が深まる環境が提供される7。 

2.​ 議論周回数の制御：ユーザーは議論を何往復（何周）させるかを自由にコントロールできる7。

広範囲にわたるアイデアのブレインストーミングや初期スクリーニングであれば1周、クレーム
の新規性・進歩性を徹底的に検証したい場合は複数周に設定するなど、目的や工数に応じた

使い分けが可能である7。 
3.​ 実務を再現するペルソナ（役割）設定：各モデルに対して「特許庁審査官」「出願人側弁理士」

「技術専門家」といった個別のペルソナを設定することが可能である7。これにより、実務現場

で行われる緊張感のある論戦をデジタル空間上で精密に再現できる7。 
実務適用における具体的なユースケース 
本システムは、出願書類の品質向上、発明の高度化、さらには組織内の知財教育に至るまで、多範

疇にわたるユースケースをカバーしている7。 
●​ 模擬審査シミュレーション：Claudeを「出願人側弁理士」、Geminiを「技術専門家」、GPTを「特

許庁審査官」として配役し、出願前のクレーム案を検証する7。審査官役が想定される拒絶理

由を鋭く指摘し、弁理士役がそれに抗弁するプロセスを通じて、出願前にあらかじめ拒絶の先

回りと応答ロジックの構築が行える7。 
●​ クレームの曖昧性チェック：作成したクレームの文言を3つのAIに同時に読み込ませ、それぞ

れの解釈の差異を比較する7。AI間での解釈のズレは、権利範囲が第三者によって意図しな
い形で広範に、あるいは狭義に解釈されるリスク（権利範囲のブレ）を事前に検出する手立て

となる7。 
●​ 発明発掘と実施例の拡張：開発初期の段階において、「発明者」「設計エンジニア」「弁理士」

の役割を割り当てられたAI群とブレインストーミングを行うことで、生の技術シーズを特許出願
に十分に耐えうる頑健な知財へと育て上げることができる7。 

●​ 知財人材の教育プログラム：審査官役との仮想の中間応答のやり取りを若手担当者や技術

者に追体験させることで、実務の論理的思考プロセスを効率的に教育するアセットとして活用

できる7。 

知財AIエージェントの基盤となるIP Samurai MCPサーバーと
業界標準プロトコル 
発表会において、「特許ウォーズ®」と並ぶもう一つの柱として公表されたのが、特許データベースと
生成AIを直接つなぐ「IP Samurai MCPサーバー」である2。 



MCP（Model Context Protocol）がもたらすアーキテクチャの革新 
MCPは、AIツールと外部のデータベース、プログラム、各種ツール群を安全かつシームレスに接続
するために策定された世界標準のオープンプロトコルである2。従来のAIシステム構築においては、
生成AIに外部システム（特許DBなど）を連携させるために、開発者が個別にAPI連携コードを記述
し、複雑なインターフェース設計を行う必要があった12。 
これに対し、MCPサーバーを用いることで、AIエージェント（Claude Desktop、Claude Code、
Copilot等）は「自律的」にツールの仕様（ツールの名前、説明、引数など）を解釈し、必要に応じて最
適なタイミングで自ら特許データベースへの直接アクセス、ドキュメントの抽出、データ集計を実行で

きるようになる2。ユーザーは専用の特許検索ツールの高度な操作方法を覚える必要がなく、使い慣

れたチャットインターフェース上から日本語の指示を与えるだけで、背後にある膨大な特許データ

ベースを自在にハンドリングすることが可能となる2。 
10の包括的知財業務の自律的エージェント化 
IP Samurai MCPサーバーは、情報収集から戦略立案に至るまで、企業の知財部や研究開発部門が
担う一連の業務プロセスを包括的にカバーする「10の知財業務」をエージェント化の対象として定め
ている2。 

1.​ 特許調査（自律的な検索式の構築と類似公報の抽出）2 

2.​ 競合分析（競合企業の出願動向や強み・弱みのマッピング）2 

3.​ SDI（特定技術分野における最新の公開・登録公報の自動監視・仕分け）2 

4.​ 発明発掘（技術資料からの新規性要素の抽出）2 

5.​ 発明提案書作成（発明メモからの様式自動生成）2 

6.​ 請求項作成（上位概念・下位概念を考慮した特許請求の範囲の起案）2 

7.​ 明細書作成（各項目のドラフト文書の一括自動生成）2 

8.​ OA対応（拒絶理由通知に対する引例比較と応答書面の草案作成）2 

9.​ ポートフォリオ分析（自社・他社保有特許群の強度の定量化）2 

10.​知財戦略立案（事業方針に合致した知財参入障壁の設計支援）2 

例えば、専門人材が手作業で膨大な時間を割いて行ってきた「IPランドスケープ（知的財産景観分
析）」などの高度なアナリティクス業務において、Claude CodeとIP Samurai MCPサーバーを連携さ
せて稼働させた場合、通常8時間近くを要していた一連の調査・分析・レポート構成プロセスを、約30
分程度にまで短縮させることができるという圧倒的なベンチマークデータが示されている2。 

先進的な知財AIエージェント構築における二大プラットフォー
ムの技術比較 
MCPを活用した知財業務の変革は、AI Samuraiのみならず、競合他社である「Patentfield」も同様に
提唱し、実証実験を進めている14。Patentfieldは2026年5月の各種展示会やセミナーにおいて、
MCPを利用して特許データベース「Patentfield」とLLMを連携させた『自律型・知財AIエージェント』の
構築事例を公開した14。 
両プラットフォームは、AIエージェントが自律的に外部の構造化された特許情報を取りに行くという大
枠の思想において共通しているが、その実装のアプローチや提供形態にはそれぞれの特色が見ら

れる。 



AI SamuraiとPatentfieldにおけるMCPアプローチの比較 
 

評価軸 IP Samurai MCPサーバー（
AI Samurai） 

Patentfield MCP（
Patentfield） 

中核となる特許データベース 自社で独自開発・整備した日

米中の特許実データ1 
国内外8,000万件以上の構
造化特許データベース14 

主な連携ツール・クライアント Claude、Claude Code、
Copilot等2 

Claude Desktop、Cursor、リ
モートMCP、社内チャット基
盤12 

主な提供ツール（API機能の
MCP化） 

検索、文献取得、特許調査、

IPランドスケープ、翻訳、侵害
判断等2 

セマンティック検索（

semantic_search）、コマンド
検索、公報全文取得（

get_patent_fulltext）等13 

自律エージェントの処理フ

ロー 
AIが直接特許・文献・技術情
報を取得・検索し、書類作成

までを一気通貫で自動化・支

援2。 

「Patent Map Generator 
Skills」などのAgent Skillsと連
携し、分析の型（段取り・判

断・可視化）とデータ取得（

MCP）を分離して処理12。 

実務におけるアウトプット例 10の知財業務を一網打尽に
するドラフト書類の自動生

成、対話形式での評価2。 

無効化資料候補の抽出、対

象請求項の構成要件への分

解、各構成要件の対比・対応

箇所を整理したExcelの自動
出力15。 

提供プログラム・導入支援 MCPサーバー基盤構築、体
験セミナー・実践講座、個社

ワークショップ（自社適用ロー

ドマップ策定）2。 

コミュニティやnote等を通じた
MCPサーバー構築手順、
Claude Desktopの設定方
法、技術者向け実装ガイドの

公開12。 

両社の提案するMCP型ソリューションは、今後の知財業界におけるデファクトスタンダード（事実上
の業界標準）となる可能性が極めて高い。なぜなら、これまで知財担当者は、個々の特許検索シス

テムが持つ難解な「検索コマンド」や「UI」を習得する必要があったが、MCP連携により、AIに自然言
語で「空飛ぶ自動車に関連する先行例調査と技術動向調査を実施して、出願件数の年代推移や出

願人ランキングのパテントマップを作成して」と指示するだけで、AI側が自律的に適切なAPI（例えば
セマンティック検索機能）を呼び出し、データ集計からグラフ化、レポート作成までを完遂する世界が

すでに現実のものとなっているからである12。 



大阪大学との共同研究「特許網自動生成」と開発速度「体感ス

ピード50倍」の技術的要因 
発表会の最終セクションにおいて公開された大阪大学との共同研究「特許網（パテントポートフォリ

オ）自動生成」は、初期段階のコンセプト発表でありながら、極めて強いインパクトをもたらした1。 
特許網（パテントポートフォリオ）自動生成の必要性と技術的メカニズム 
一国の市場において自社のイノベーションによる参入障壁を強固にするためには、単一の特許取得

（点としての権利化）のみでは不十分であり、基本特許を囲むように改良技術や周辺技術、代替技

術に関する複数の特許群を出願・維持する「特許網（面としての権利化）」の構築が必要不可欠であ

る20。 
開発が進められている特許網自動生成機能は、中核となる技術仕様や論文、開発メモをAIにイン
プットするだけで、AIが自律的に競合の特許網を回避するルートや、自社の権利を強化するための
「周辺特許のバリエーション（実施例の拡張、設計変更の範囲、用途違い等）」を予測・抽出し、それ

らのバリエーションに対応する複数の特許明細書ドラフトを自動的に、かつ一連のポートフォリオとし

て体系的に自動作成する技術である2。 
「体感スピード50倍」を可能にする開発基盤 
この高度なシステムの開発において、開発速度が「これまでに比べ体感スピード50倍」と評される背
景には、AI Samuraiが近年積み上げてきた技術的アセットの最適化がある。同社は、2025年末から
2026年にかけて、以下のような明細書作成・チェック業務に関わる要素技術のアップデートを極めて
短いサイクルで繰り返してきた。 

●​ 非特許文献からの明細書自動作成機能：Word形式の技術資料（発明メモ、論文、カタログ
等）をアップロードするだけで、特許出願明細書形式の請求項や概要、詳細な説明を約3分で
高精度に自動生成する技術を確立した5。 

●​ 「AIレビュー」機能の標準搭載：作成された特許書類に対し、符号整合チェック（Markdown形
式での符号対比表自動生成）や先行詞チェック、分野別の観点（ソフトウェア/AI、化学/材料、
機械/電気など）に基づくチェックを瞬時に行う自動判定エンジンを実装した21。 

●​ 「IDEA BOX」のマルチLLM切り替え対応：先行技術調査結果と特許文書作成プロセスを、複
数の生成AI（モデル）を切り替えながら円滑に接続する知財特化型の編集UIを既に保有して
いる22。 

このように、明細書の自動生成技術、符号・整合性の自動レビューシステム、そして複数の生成AIを
調停・制御する技術が既に単体のモジュールとして確立されているため、これらを連携させて「ポート

フォリオ（特許網）として一括制御する」という上位レイヤーのシステム構築にかかる開発期間が劇的

に短縮されている5。この開発プロセスのモジュール化と、大阪大学・JAISTが持つ最先端の学術的ア
ルゴリズムの融合が、開発における「体感スピード50倍」という圧倒的な推進力の源泉となっている1

。 

総括と実務への影響 
AI Samuraiが「新機能発表会2026」において開示した一連の新機能は、汎用AIでは代替できない
「知財」という高度な専門ドメインに特化したソリューションの完成度が極めて高い次元に達している

ことを示している1。 



「三人寄れば文殊の知恵」（発明御三家）による合議システムは、単なるAIの「正解率の向上」に留ま
らず、弁理士や特許庁審査官という異なるステークホルダーの視点をシミュレートし、出願書類の法

的な脆弱性を事前に洗い出す極めて実践的なアプローチである7。 
また、「IP Samurai MCPサーバー」および競合「Patentfield MCP」の潮流は、企業の知財業務が「シ
ステム操作スキルの熟練」から解放され、「AIエージェントに対する高品質なプロンプト管理と戦略的
指揮」へと役割を変化させる契機となる2。 
大阪大学との共同研究による「特許網自動生成」の早期の完成が待たれる中、これらの技術が統合

されることで、従来は数か月を要していたイノベーションの「発明発掘」から「特許網の構築」「出願書

類作成」「拒絶理由の事前対策」にいたる一連の知財創出フェーズが、わずか数時間、あるいは数

日単位へと超高速化されることは想像に難くない1。AIエージェントと協働する知財戦略は、単なる業
務効率化に留まらず、世界的なイノベーション競争における企業の知財防衛スピードそのものを劇

的に加速させる核心的ドライバーとなる。 
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